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部屋などの屋内空間に配置したマイ
クロホンアレイにより収音した音だ
けを分析することによって、まるで
画像認識したかのように「どこにど
んな物体があるのか」を推定する研
究です。生活や公共空間での見守り
や防犯等への応用に向けての研究開
発を進めています。

『音から画像認識結果を予測する』
という試み自体、これまで取り組み
例のない新しい技術課題です。本研
究では、入力が音響特徴、出力が画
像認識結果となるような、クロスメ
ディアな深層学習モデルを設計し、
技術的な実現可能性を初めて示しま
した。

現在の見守り・防犯技術はカメラの
利用を前提としており、プライバ
シー性の高い家庭や公共空間には適
用しにくい場合がありました。本技
術により、カメラの設置が好ましく
ない空間の様子もわかりやすく確認
できるようになるため、適用領域の
拡大が期待できます。
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Cross-media scene analysis
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音だけから情景を推定

～音から画像認識結果を予測するクロスメディア情景分析～


